
1．は じ め に

サイバーワールド（CW）特別研専は，2005 年に時限
研専として設立され，今年で 13 年目を迎える．CG，
VR 等の映像生成やヒューマンインタフェース分野か
ら，暗号化，セキュリティ等の情報処理分野，更に，
Web サービス，ネット銀行等のネット応用に至る最新
の成果をニーズ的観点とともに俯瞰してきた．特定技術
分野を深めるというよりは，異なる分野の意見交換の場
を提供し，相互融合点と今後の発展分野を見いだし，学
際的な展望を得ることを目的としつつ，社会活動，ビジ
ネスの側面も重視した議論を行ってきた．

2．活 動 報 告

主な活動は，年 3 回の定例研究会及び FIT でのイベ
ント企画，論文特集号の発行である．特に，定例研究会
では，応用重視の観点から，毎回のように産業界のケー
ススタディや応用事例を招待講演者の方に紹介して頂く
ことで，単なる技術議論にとどまらない実社会での影響
を踏まえた議論が行われている．
例えば，2006 年 6 月の開催テーマは，「金融，流通，

製造など，Web 上の CWビジネス」であり，このとき
は，電子商取引推進協議会の菅又久直氏に企業間電子商
取引に関する基調講演をして頂いた．東日本大震災の
あった 2011 年には，12 月研究会で開催テーマ「震災復
興と危機管理に立ち向かう IT」を掲げ，国土交通省の
小原弘志氏による招待講演「国土管理における情報技術
の活用～災害対応と情報技術の役割～」が行われ，国の
施策に関する理解を深めつつ議論が行われた．最近で

は，社会的なテロ脅威の高まりを受けて 2015 年 12 月に
安全保障をテーマに取り上げ，元公安調査庁の安部川元
伸氏（現，日本大学）による招待講演「難民問題とテロ
リズムの脅威」が行われた．このように，その時代の技
術トレンドのみならず社会問題にも目を向け，社会の要
請に合った研究開発につながる議論を行っていることが
特色となっている．その他，FIT でも毎年のようにイ
ベント企画を実施している．詳細は本研専 Web サイ
ト(1)から参照して頂きたい．また，数年ごとに論文誌特
集号を企画しており，システム開発論文等の応用研究事
例を積極的に掲載できるよう努めている．

3．お わ り に

定例研究会では，毎回，異なる開催テーマを掲げて招
待講演を企画しているが，一般講演の部も用意してお
り，是非積極的に投稿して頂きたい．特に，この研究会
は，アカデミアだけでなく企業参加者の割合が高く，よ
り実用面，サービス面を意識した研究フィードバックが
得られることが期待できる．
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(1) ウェブ，http://www.ieice.org/iss/cw/jpn/
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